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現
在
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
、
今
年
の
１
１
月

２
７
日
（
待
降
節
第
１
主
日
）
か
ら
始
ま
る
新
し
い
「
ミ
サ
の

式
次
第
と
奉
献
文
」の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
ミ
サ
の
式
文
の
実
施
に
つ
い
て
は
、『
新
し
い「
ミ

サ
の
式
次
第
と
第
一
～
第
四
奉
献
文
」の
変
更
箇
所―

２
０
２

２
年
１
１
月
２
７
日
（
待
降
節
第
１
主
日
）
か
ら
の
実
施
に
向

け
て
』と
い
う
冊
子
で
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
お
読
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
」
の
連
載
や
『
福
音
宣

教
』
誌
の
座
談
会
記
事
、
そ
し
て
各
教
区
報
な
ど
で
も
新
し
い

式
文
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

新
し
い
ミ
サ
の
式
次
第
の
実
施
が
発
表
さ
れ
た
後
、
「
ミ
サ

が
新
し
く
な
る
の
で
す
か
？
」「
か
な
り
改
訂
さ
れ
る
の
で
す

か
？
」
な
ど
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
訂
は
、

６
０
年
前
に
始
ま
っ
た
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
後
、
ミ
サ
が

ラ
テ
ン
語
か
ら
各
国
語
に
変
わ
っ
た
と
き
の
よ
う
な
全
面
的

な
改
訂
で
は
な
く
、
式
文
の
部
分
的
な
変
更
で
す
。
司
祭
が
祭

壇
上
で
使
っ
て
い
る
『
ミ
サ
典
礼
書
』
の
式
文
の
部
分
は
１
０

５
１
頁
も
あ
り
ま
す
が
、今
回
の
改
訂
は
そ
の
う
ち
の
７
０
頁

弱
に
な
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
ど
の
ミ
サ
で
も
必
ず
使
わ
れ
る

式
次
第
と
奉
献
文
は
、木
に
た
と
え
れ
ば
幹
に
相
当
す
る
重
要

な
部
分
で
す
。
そ
の
た
め
、
約
２
０
年
の
時
間
を
か
け
て
改
訂

が
進
め
ら
れ
、ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
典
礼
秘
跡
省
と
の
協
議
や
交

渉
が
行
わ
れ
、昨
年
５
月
に
よ
う
や
く
同
省
か
ら
認
証
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

ミ
サ
に
何
度
も
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
か
た
で
あ
れ
ば
、ミ

サ
で
唱
え
る
式
文
の
か
な
り
の
部
分
を
覚
え
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
司
祭
が
唱
え
る
奉
献
文
も
長
い
祈
り
で
す
が
、
頻

繁
に
使
わ
れ
る
第
二
奉
献
文
と
第
三
奉
献
文
な
ら
覚
え
て
い

る
か
た
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
今
回
の
改
訂
で
は
、
会
衆

が
唱
え
る
部
分
が
改
訂
さ
れ
た
り
新
し
い
式
文
が
導
入
さ
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ミ
サ
以
外
の
典
礼
で
も
頻
繁

に
唱
え
る
「
ま
た
司
祭
と
と
も
に
」
と
い
う
応
唱
は
「
ま
た
あ

な
た
と
と
も
に
」
に
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
応
唱
を
含
む
叙
唱
の

前
の
対
話
句
は
、 

 

司
祭 
主
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
。 

会
衆 

ま
た
あ
な
た
と
と
も
に
。 

司
祭 

心
を
こ
め
て
、 

会
衆 

神
を
仰
ぎ
、 

司
祭 

賛
美
と
感
謝
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。 

会
衆 

そ
れ
は
と
う
と
い
大
切
な
務
め
（
で
す
）。 

 

と
な
り
ま
す
。
現
在
の
式
文
と
似
て
い
る
の
で
、
司
祭
も
会
衆

も
慣
れ
る
ま
で
は
従
来
の
式
文
が
口
を
つ
い
て
出
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

ま
た
、聖
体
拝
領
前
の
信
仰
告
白
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
は
新

し
い
式
文
が
加
わ
り
ま
す
。
現
在
は
、
司
祭
が
聖
体
を
会
衆
に

示
し
な
が
ら
唱
え
る「
神
の
小
羊
の
食
卓
に
招
か
れ
た
者
は
幸

い
」
に
対
し
て
、
会
衆
は
「
主
よ
、
あ
な
た
は
神
の
子
キ
リ
ス

ト
、
永
遠
の
い
の
ち
の
糧
、
あ
な
た
を
お
い
て
だ
れ
の
と
こ
ろ

に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
答
え
ま
す
。
実
は
、
会
衆
が
こ
の
よ
う

に
唱
え
る
の
は
私
の
知
る
限
り
日
本
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。教

皇
庁
か
ら
公
布
さ
れ
て
い
る
ラ
テ
ン
語
の
ミ
サ
の
式
文
で
は
、

会
衆
は
、マ
タ
イ
福
音
書
８
章
８
節
の
百
人
隊
長
の
こ
と
ば
に

基
づ
い
て
、「
主
よ
、
わ
た
し
は
あ
な
た
を
お
迎
え
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。お
こ
と
ば
を
い
た
だ
く
だ
け

で
救
わ
れ
ま
す
」
と
唱
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

改
訂
で
は
こ
の
式
文
も
加
え
ら
れ
て
、各
共
同
体
で
二
つ
の
式

文
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
唱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
日
本
で
唱
え
て
き
た
式
文
は
、ヨ
ハ
ネ
福
音
書
６

章
の
３
５
節
と
６
８
節
の
ペ
ト
ロ
の
信
仰
告
白
に
基
づ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
式
文
に
対
し
て
、
あ
る
男
性
信
徒
か
ら
は
「
何

と
な
く
軟
弱
な
感
じ
が
し
て
唱
え
に
く
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
シ
ス
タ
ー
か
ら
は
「
ミ
サ
の
中
で

い
ち
ば
ん
好
き
な
部
分
で
、自
分
が
信
者
に
な
っ
た
き
っ
か
け

に
な
っ
た
こ
と
ば
で
す
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日

本
独
自
の
こ
の
式
文
に
は
、司
祭
が
示
す
聖
体
に
対
し
て
、「
あ

な
た
を
お
い
て
だ
れ
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
唱
え
、

キ
リ
ス
ト
こ
そ
が
主
で
あ
り
永
遠
の
い
の
ち
の
糧
で
あ
る
こ

と
を
一
人
ひ
と
り
が
告
白
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
者
が
少

な
い
日
本
で
信
仰
の
「
あ
か
し
」

を
表
明
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。 

 

こ
の
信
仰
の
あ
か
し
と
い
う
点
は
、聖
三
木
図
書
館
の
存
在

に
も
通
じ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。日
本
に
数
あ
る
図
書
館
の
中

で
も
、聖
三
木
図
書
館
は
キ
リ
ス
ト
教
の
文
献
に
特
化
し
た
図

書
館
と
し
て
、
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で
す
。
キ
リ
ス
ト

教
に
関
す
る
文
献
を
幅
広
く
所
蔵
し
、明
る
く
開
放
的
な
館
内

で―
―

個
人
的
に
は
か
つ
て
の
狭
く
て
薄
暗
く
、少
し
カ
ビ
臭

い
旧
聖
三
木
図
書
館
の
書
庫
も
好
き
で
し
た
が―

―

書
物
と 

新
し
い
「
ミ
サ
の
式
次
第
と
奉
献
文
」 

～
ミ
サ
に
つ
い
て
学
び
直
す
機
会
に 

 

 

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
委
員
会
委
員 

上
智
大
学
神
学
部
非
常
勤
講
師 

宮
越 
俊
光 



聖三木図書館報『みき』 第 13 号  2022 年 8 月 29 日 

 一
面
よ
り
続
き 

向
き
合
え
る
聖
三
木
図
書
館
は
、
開
館
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
を
多
く
の
人
々
に
あ
か
し
す
る
役
割
を
果
し
て
き
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

間
も
な
く
始
ま
る
新
し
い
ミ
サ
の
式
次
第
の
実
施
は
、
ミ

サ
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
学
び
直
す
よ
い
機
会
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
ミ
サ
に
は
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統

に
由
来
す
る
要
素
が
あ
り
、
現
在
の
ミ
サ
に
至
る
ま
で
長
い

歴
史
の
中
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ミ
サ
の
歴
史

や
各
部
分
の
意
味
を
知
っ
た
う
え
で
ミ
サ
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
ミ
サ
の
味
わ
い
を
感
じ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。
幸
い
聖
三
木
図
書
館
に
は
、
ミ
サ
に
関

す
る
古
典
的
な
書
籍
か
ら
最
新
の
書
籍
ま
で
基
本
的
な
文
献

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
大
い
に
活
用
し
、
ミ
サ
に

関
す
る
理
解
を
深
め
て
１
１
月
２
７
日
か
ら
の
実
施
に
備
え

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

                 

                                   

      

 タイトル 著者 

64 中学生から知りたいウクライナ

のこと 

小山哲 

藤原辰史 

65 物語 ウクライナの歴史 黒川祐次 

66 万物は流転する W. グロスマン 

67 緑の天幕 L. ウリツカヤ 

68 

 

 

戦争は女の顔をしていない 

1-3［漫画］ 

S. アレクシエー

ヴィチ 原作 

小梅けいと 作画 

69 福音と社会 322 号 カトリック社会

問題研究所 

70 福音宣教 7 月号 オリエンス宗教

研究所 

71 カトリック生活 7 月号 ドン・ボスコ社 

72 家庭の友 8 月号 サンパウロ 

◆Topics in Focus◆ 

ウクライナ ・ ロシア ―戦争と平和― 
 

ウクライナ・ロシア関連の新着図書、特集が掲載されて

いる雑誌を紹介します。 

 

 

 

聖三木図書館の「生と死」コレクションは当時国内随一とも

言われ、死別体験をされた方、死と向かいあう方を支える家

族や医療関係者、ホスピスボランティア、研究者などが全国

から来館されました。 

30年近く前、いつも聖三木の「生と死」コーナーの前で取材

を受け、「死を考える」ことを語っておられたデーケン先生の

姿が懐かしく思い出されます。 

 

    

 

【追悼】 ３人のイエズス会士 

宗 正孝神父 ２０２２年７月２２日帰天 
第４代聖三木図書館長(2007-16年在職)。 

上智大学文学部人間学研究室で長年にわ 

たり教鞭をとり、上智大学学生寮舎監長、 

上智大学図書館長などを歴任。上智大学から移管して

2007 年より新たなスタートを切った聖三木図書館の

館長として図書館の体制づくりと運営に尽力した。 

執筆：図書『倫理思想史』『日本人：日本人に残されたも

の』『未来の人間学』『日本思想史要説』『日本倫理思想史

研究』ほか。雑誌「人間学紀要（上智人間学会）」「ソフ

ィア」「世紀」「哲学論集（上智大学哲学会）」ほか。 

高柳 俊一神父 ２０２２年７月２８日帰天 

上智大学名誉教授。英文学者、神学者であり、新カト

リック大事典編纂委員会委員長、上智大学キリスト教

文化研究所所長、ローマ教皇庁国際神学委員会委員、

日本基督教学会理事長を務めた。 

 

 

 

 
 

ホアン・カトレット神父 ２０２２年８月１日帰天 
エリザベト音楽大学名誉教授。イグナチオの霊操や聖

人などに関する著作を多数執筆、広く読まれている。 

新しい「ミサの式次第と奉献文」関連資料 
 

・『新しい「ミサの式次第と第一～第四奉献文」の変更 

箇所―2022年 11月 27日（待降節第１主日）からの 

実施に向けて』 

・「カトリック新聞」 連載 2021 年 11 月 28 日号より月 1 回 

・『福音宣教』 座談会 2022年 1 月号より毎号 

・『礼拝と音楽』 2022 年春 193 号 

・東京教区 NEWS 2021 年 12 月号より毎号 
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 タイトル 著者 

32 エステラ・フィンチ評伝 

日本陸海軍人伝道に捧げた生涯 

海野涼子 

33 愛は勝利です 

キリストの愛が織りなす奇蹟の人生 

池田登喜子 

34 ディアコニッセの思想と福祉実践 

ある奉仕女の人物史を中心に 

坂本道子 

35 きれい事じゃないんだ、聖書の言葉は 関野和寛 

36 タムソン書簡集 タムソン 

37 恥のきずな 新しい文献学のために C. ギンズブルグ 

38 いのち綾なす インド北東部への旅 

Weaving of Spirit 

延江由美子 編著 

梁瀬薫 監修 

39 ヨーロッパ史入門 池上俊一 

40 ルネサンス情報革命の時代 桑木野幸司 

41 インディオの聖像 立花隆 文 

佐々木芳郎 写真 

42 難民に希望の光を 

真の国際人緒方貞子の生き方 

中村恵 

43 アルコホーリクス・アノニマスの歴史 

酒を手ばなした人びとをむずぶ 

E. カーツ 著 

葛西賢太ほか 訳 

44 廃墟からの歌声  原爆投下後の傷害調

査にたずさわった遺伝学者の回想 

W. J. シャル 

45 羽をやすめるとまり木で  

「青少年の居場所 Kiitos」から 

白旗眞生 

46 平和と希望をつくる子どもたち 

マリア・モンテッソーリの教育 

江島正子 

47 いのちの秘儀 レイチェル・カーソン

『センス・オブ・ワンダー』の教え 

若松英輔 

48 ホスピス・緩和ケアのこころと実際 柏木哲夫 

49 89 歳、ひとり暮らし。お金がなくて

も幸せな日々の作りかた 

大崎博子 

50 西洋美術史 秋山聰/ 

田中正之 監修 

51 メンデルスゾーンの宗教音楽 星野宏美 

52 神と向かい合った作曲家たち 西原稔 

53 みんなでゴスペル！ 山本愛 

54 戦後文学と聖書 日本の近現代作家に

おけるキリスト教の影響をめぐって 

長濵拓磨 

55 愛は忍ぶ三浦綾子物語 三浦綾子 

56 詩人は聖書をどのように表現したか 柴崎聰 

57 二羽の小鳥 信仰の尽きぬよろこび  中山直子 

58 善人たち 遠藤周作 

59 稔と仔犬 青いお城 遠藤周作初期童話 遠藤周作 

60 喜べ、幸いなる魂よ 佐藤亜紀 

61 井上ひさし発掘エッセイ・セレクシ

ョン 1-3 

井上ひさし 

62 ボクたちは軍国少年だった！ 深田未来生/ 

木村利人 

63 ダンテ論 『神曲』と「個人」の出現 原基晶 

 タイトル 著者 

1 人格(ペルソナ)の哲学 稲垣良典 

2 亡き者たちの訪れ 若松英輔 

3 文学者と哲学者と聖者 吉満義彦 

4 生き方としての哲学 ピエール・アド 

5 レヴィナスの時間論 内田樹 

6 小さな「ことば」の大きな力 蒲田惠里 

7 LGBT とキリスト教 

２０人のストーリー 

平良愛香 監修 

8 禅とキリスト教 K. リーゼンフーバー 

9 クィア神学の挑戦 

クィア、フェミニズム、キリスト教 

工藤万里江 

10 キリスト教神学命題集 土井健司ほか 

11 それで君の声はどこにあるん

だ？ 黒人神学から学んだこと 

榎本空 

12 世界を揺るがした聖遺物 杉崎泰一郎 

13 アメリカ・キリスト教入門 大宮有博 

14 見えない神を信ずる 月本昭男 

15 ここが変わった！「聖書協会共

同訳」 旧約編 

大島力ほか 編 

飯謙ほか 著 

16 ヤバい神  

不都合な記事による旧約聖書入門 

T. レーマー 

17 生涯学習のための教会論 百瀬文晃 

18 司祭召命のたまもの 教皇庁聖職者省 

19 大学の祈り 青山学院大学宗教主任会 

20 祈りへの招き 

気を落とさず、絶えず祈るために 

森一弘 

21 ロザリオの祈り 

ニコラオ・プレシェル神父の講話 II 

小野崎涼子 編 

22 CREDO 教皇フランシスコとマ

ルコ・ポッツァ師との対話 

教皇フランシスコ/ 

マルコ・ポッツァ 

23 使徒言行録・世をいやす 

教皇講話集 

教皇フランシスコ 

24 社会の中で虐げられている人た

ちから学んだ 

タグレ枢機卿の人生、そして希望 

L. A. タグレ [述] 

25 ナチスに声を上げた男 

ミュンスター司教フォン・ガーレン 

M. トラウトマン 

26 ROMA IGNATIANA 

ローマにイグナチオの足跡を訪ねて 

佐久間勤 訳 

27 アシジの聖フランシスコ・聖ク

ララ著作集 

アシジのフランシスコ

/アシジのクララ 

28 キリストの十字架 山内清海 

29 寅さんの神学 米田彰男 

30 何を信じて生きるのか 片柳弘史 

31 現場から現場へ 宣教司牧の気づき R. フィリピーニ 

  

 

今季のおすすめ図書 ２０２２年上半期の新着図書の一部をご紹介します。 
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開館 

開館時間 11：30～17：00 

入館人数と利用時間の制限を行った上で、開館してい

ます。入館予約は必要ありません。 

書架閲覧、閲覧席の利用、資料の貸出等ができます。 

入館時に、消毒・検温、利用カードを確認します。 

 

郵送貸出 

☎お電話から 

貸出を希望する資料（タイトル・著者など）、利用

カード番号（またはお名前）をお伝えください。 

 

     オンラインフォームから 

ホームページからフォームにアクセスし、必要事項 

をご入力ください。 

ホームページの利用案内で郵送貸出について詳し

くご案内していますので、ぜひご確認ください。 

新規登録と郵送貸出をご希望の方は、ホームページ

の利用登録をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため一部サービスを変更しており、ご不便をおかけしております。

状況によりサービス内容を変更する場合もございますので、最新の情報はホームページ（Facebook）、

留守電メッセージにてご確認ください。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

問い合わせ 

お問い合わせは以下の窓口より受け付けています。 

サービス状況の確認、調べている事柄に関連する資料

の紹介や、調べ物のお手伝いをすることもできます。 

気になることがございましたら、お問い合わせくださ

い。 

 

☎お電話から 

電話番号：03-3262-0364 

受付時間：11：30～17：00 

（木曜・祝日・毎月末日休館） 

 

     オンラインフォームから 

ホームページからフォームにアクセスし、お問い合

わせ内容をご記入ください。 

質問内容によっては回答までにお時間を頂戴する

場合がございます。 
利用カードの申込・更新 

聖三木図書館友の会発行の「聖三木図書館利用カー

ド」（有効期間 1 年）の新規登録及び更新手続きは、

開館時間内に館内カウンターで、または来館せずに行

うこともできます。 

来館せずに登録をご希望の方は、ホームページの利用

登録をご覧いただき新規会員登録フォームをご入力

いただくか、お電話にてお問合せください。 

 

 年会費 一般   2,000 円  

     学生    1,000 円 

     賛助会員  5,000 円・10,000 円 

免許証・保険証など（学生の方は学生証）を 

ご提示いただきます。 

返却 

期限内の返却が難しい場合は、お電話またはお問い合

わせフォームからご連絡ください。 

 

 返却方法：岐部ホール１F 返却ポストに直接投函 

または郵送（郵送方法不問） 

送り先： 〒102-0083  

東京都千代田区麴町６－５－１ 

岐部ホール２F 聖三木図書館 宛 

 

 

 

 

 

 

←郵送貸出 

申込はこちら

から 

聖三木図書館からのお知らせ 

←聖三木図書館 

HP（利用案内） 

 

←問い合わせは 

こちらから 
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イエズス会聖三木図書館 

〒102-0083 

東京都千代田区麹町 6-5-1 岐部ホール 2Ｆ 

ＴＥＬ: 03-3262-0364 

ホームページ： 

http://www.jesuits.or.jp/~j_seimikibun/ 

題字： Sr. 北爪悦子（師イエズス修道女会） 

 

http://www.jesuits.or.jp/~j_seimikibun/

